












はじめに

昨年の夏、脳室内出血、ショックと臨床診断した、23 週、546g の女児を日令 5、失った。

剖検の結果は、なんと脳、甲状腺、気管、心臓、肺、横隔膜、肝臓、膵臓、副腎、腸腰筋、

膀胱など諸臓器に MRSA の小膿瘍、菌塊をみる敗血症であった。当然のことながら、手洗

いをはじめとする感染防御対策を行い、入院と同時に抗生物質を使用していたが、かかる

予想外の結果をみた。当時、病棟内では MRSA の検出率が高く、院内の感染対策委員会の

指導の下に、従来から行っていた手洗い・ガウン・スリッパの使用、リネン類の消毒に加

えて、マスク・キャップの使用、各病室毎のスリッパはきかえ、さらに全病棟内のステリ

ハイドによる消毒など徹底した防御対策を行っていたにもかかわらずのことであった。そ

こで患児自体の感染防御能を高めるべく以下の研究を行った。


